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統
計
功
労
者
を
表
彰

　
第
十
一
回
新
潟
県
統
計
大
会
が
、

去
る
十
一
月
十
八
日
長
岡
市
立
劇
場

で
行
わ
れ
、
永
年
に
わ
た
り
統
計
調

査
に
功
労
の
あ
っ
た
つ
ぎ
の
事
業
所
、

個
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
賂
）

　
通
産
大
臣
表
彰

　
㈱
エ
ド
ヤ
　
根
準
紋
織
㈱
　
白
梅

屋
紋
織
㈱

　
通
魔
大
臣
官
房
鵬
査
統
計
部
長
表

彰　
大
久
保
正
勝
（
㈱
エ
ド
ヤ
）
　
根

津
凱
一
（
根
準
紋
織
㈱
）
中
沢
チ

ズ
子
（
白
梅
屋
紋
織
㈱
）

　
新
潟
県
統
計
協
会
総
裁
表
彰

　
小
海
義
輝
（
川
原
町
）
　
小
川
修

平
（
稲
荷
町
三
東
）
　
中
林
順
治
（
稲

荷
町
二
）
　
樋
口
彰
（
山
本
町
一
）

25　　18　　11　　4
日　　日　　日　　日

羅
罫
　
　
　
　
撮
郁
　
，
4
藝
く
、
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
村
巌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
際
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
衛
隊
生
徒
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
十
二
年
度
陸
、
海
、
空
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
衛
隊
生
徒
を
、
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
応
募
資
格
　
十
五
歳
以
上
十
七
歳
夫

箋
葦
彗
§
§
§
彗
婁
§
§
§
§

ゆ
ず
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
希
望
者
は
、

　
　
　
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い
　
市
役
所
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

　
　
　
　
◆
11
再
1
0
日
塞
で
の
憂
付
分
◆

池
田
医
院
（
本
町
西
一
二

　
8
2
の
2
5
8
1
番
皿

山
口
医
院
（
袋
町
中
）
…

　
8
2
の
2
1
7
4
番
…

富
田
医
院
（
神
明
町
）
　
皿

　
8
2
の
3
2
6
9
番
…

庭
野
医
院
（
神
明
町
）
　
皿

　
　
8
2
の
2
7
1
1
番
…

　
（
土
市
第
四
）
　
水
落
武

須
藤
彦
四
郎
（
川
治
下
町

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

品
　
　
　
　
名

規
　
　
幅

希
蟹
価
絡

品
　
　
　
　
名

規
　
　
絡

希
望
価
絡

犬
（
チ
ン
オ
ス
三
才
V

一
万
円

ミ
ニ
サ
イ
ク
ル
か
婦
人
車

中
古

五
千
円

座
卓
（
虎
絵
付
き
）

90
。
x
鵬
。

三
万
五
千
円

仏
壇
（
唐
木
・
金
）
貰
さ
監
O
奥
行

舗
O
岡
q
6
6
煽

＋
万
円

ベ
ビ
ー
ペ
　
ッ
ド

（
マ
ッ
ト
付
》

鵬
偶
x
得
O

七
千
円

小
倉
百
人
一
首
ま
な
飯
名
俸

話
し
合
い
で

ガ
ズ
風
呂
（
一
人
用
）

中
古

四
万
円

・
、
、
　
シ
　
　
ン

ボ
9
ン
ホ
ー
ル
の
嗣
。
・
き
る
ら
の

中
古

一
万
円
位

レ
〒
ド
（
ク
ラ
シ
ッ
ク
）

L
P
五
枚

一
枚
千
円

一献血車日程
と　き　12月1日（木）

　　　《午前10時～午後3時》

ところ　関芳織物（株）

と　き　12月2日（金）

　　　《午前10時～午後3時》

ところ　（株）エドヤ

ー明日といわず今献血しましょう一

満
の
日
本
国
籍
を
有
す
る
男
子
で
、

中
学
校
を
五
十
三
年
三
月
に
卒
業
す

る
見
込
み
の
者
及
び
そ
れ
以
前
に
卒

業
し
た
も
の
。

受
付
　
昭
和
五
十
二
年
十
一
月
一
日

か
ら
十
二
月
二
十
三
日
ま
で

一
次
試
験
　
昭
和
五
十
三
年
一
月
五

日そ
の
他
　
詳
し
い
こ
と
は
、
市
役
所

市
民
課
ま
た
は
自
衛
隊
新
潟
地
方
連

絡
部
長
岡
出
張
所
へ

停
電
の
お
知
ら
せ

▼
十
二
月
七
日
困
　
午
前
九
時
～

正
午
ま
で
、
土
市
の
一
部
（
踏
切
よ

り
姿
方
面
）
、
姿
　
▼
十
二
月
九
日

囹
　
午
前
八
時
半
～
正
午
ま
で
、
高

田
町
五
丁
目
の
一
部
、
城
の
古
の
一

部

事
業
名

期
日

受
付
時
間

会
場
名

対
象
者

参
集
区
城

備
　
　
考

育
児
学
級

並
ぴ
に

四
ヵ
月
児

検
診

12
月
7
日
困

午
後
1
時

　
　
～

　
－
時
半

十
日
町
公
民
館
団
年
8
月

生
れ
の
者

全
　
域

育
児
学
級

身
体
測
定

内
科
検
診

3
歳
児
検

診

12
月
8
日
困

午
後
－
時

　
　
～

　
　
2
時
半

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
49
年
6
月

生
れ
の
者

全
　
域

3
歳
6
ヵ
月
児
を
対

象
に
実
施
し
ま
す
．

個
人
通
知
が
な
く
て

も
、
該
当
月
の
方
は

お
い
で
く
だ
さ
い
。

育
児
相
談

⑫
月

14
日
困

午
後
－
時
半

　
　
～

　
2
時

＋
日
町
公
民
館
諺
年
6
月

　
～
　
7
月

生
れ
の
者

十
日
町

大
井
田

　
　
　
地
区

川
　
治

六
　
箇

奮
定
保
育
に
つ
い
て
の
相

談

青少年の心の健康を考える

近、青少年の自殺や非行の年少化傾向が目立って
した。物事に対する無気力、無感動という妙な病

象も多くなってきています。

亜］は身体も心も大人へ向って大きく変化する時

いえます。その変化に対して他と比較する目が強

る時期であり、両親から独立して社会的に自分が
あ’、た「）よいか友人や先生、小説等をモデルとし

分の中にと1）入れて学んだり、模倣する時代とい

しよう。

藝亘］は、潔癖さが強く表面に出る特徴がある反面

塗と怠け》《権力への抵抗と甘え》《清潔と不潔》

うように相反するものが同居している時代です。

期とは“行き先きの書いてないキップをもって乗

え口に出てきた状態”であり、バランスがくずれ

気にどちらかに行動する場合があります。

コといわれる人も一度は通ってきた道のりです。

年を見る視角を少しかえて対処することも大切な

でしょう。

　最近、

きました

的現象も

函期といえ
くなる時

どうあつ

て自分の

えましよ

圃《勤勉と属
というよ

青年期と

りかえ口

て一気に

区コと
青少年を

ことでし

　そして、問題解決が困難な時は、早期に専門医の相

談を受けることが大切です。

○
…
…

…
…
と
ヒ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
・
・

－
○

　
　
粘

　
　
舗
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歳
末
た
す
け
あ
い
に
ご
協
力
あ
り
が
と
う

　
共
同
募
金
の
歳
末
た
す
け
あ
い
に

つ
い
て
は
、
先
般
み
な
さ
ま
方
よ
り

多
額
の
善
意
を
よ
せ
て
頂
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま

で
百
四
十
二
万
八
百
円
の
尊
い
浄
財

が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
こ
の

資
金
に
よ
り
次
の
と
お
り
歳
末
慰
問

を
実
施
し
ま
し
た
。

、
　
　
｝

　
固
定
資
産
税
の
課
税
対

象
と
な
る
宅
地
は
、
住
宅

用
地
（
住
宅
の
用
に
供
す

る
宅
地
）
と
非
住
宅
用
地

（
工
砺
、
事
務
所
等
に
供

す
る
宅
地
）
に
区
分
し
課

税
さ
れ
、
住
宅
用
地
は
非

住
宅
用
地
に
比
べ
税
制
上

の
優
遇
が
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
固
定
資
産
税
の
賦
課

期
日
で
あ
る
昭
和
五
十
三

年
一
月
一
日
前
一
年
以
内

に
土
地
及
び
家
屋
を
次
の

と
お
り
異
動
し
た
方
は
昭

和
五
十
三
年
一
月
二
十
日

ま
で
に
市
役
所
税
務
課
固

区　　　分 件数 金　額（円）

被保護世帯 109 218，000

要保護世帯 103 412，000

ねたきり老人 104 260，000

重度身障者（児） 58 145，000

長期入院者 75 112，500

〃（夏期慰問支給者） 69 82，800

長期施設入所者 127 190，500

計 645 1，420，800

定
資
産
税
係
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

（
用
紙
は
税
務
課
に
あ
り
ま
す
）
く

わ
し
い
こ
と
は
市
役
所
税
務
課
固
定

資
産
税
係
（
魯
七
⊥
一
二
一
一
番
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
土
地
及
び
家
屋
の
臭
動

　
■
住
宅
用
地
を
売
買
し
た
場
合

　
■
他
の
地
目
か
ら
宅
地
に
地
目
変

更
し
住
宅
用
地
と
し
て
使
用
し
て
い

る
場
合

　
■
非
住
宅
用
地
に
家
屋
を
新
築
ま

た
は
増
築
し
、
土
地
の
状
況
が
住
宅

用
地
に
な
っ
た
場
合

　
■
住
宅
を
取
り
こ
わ
し
た
ま
ま
の

も
の
及
び
家
屋
の
用
途
変
更
に
よ
り
住

宅
が
事
務
所
や
店
舗
に
な
っ
た
場
合

　昭和53年出初式のお知らせ
昭和53年出初式をつぎのとおり行います。

当日は早朝から警鐘を点打いたします。

水
　
　
　
　
沢

下
条
六
箇

中
条
山
地

中
条
平
場

四　十
日　日

町町
●　　　　　●

吉川
田治

地
区
名

　一
　月
午十
前七
十　日

時㈹

　一
　月
午七
前日
十団
時

　一
　月
午四
前　日

十困
時

　一
　月
午四
前日
十困
時

　一
　月
午十
前六
十　日

時旧）

　一
　月
午八
前日
十㈲
時

日
時

水
沢
出
張
所

下
条
公
民
館

六
箇
保
育
所

克
雪
セ
ン
タ
1

中
条
島
公
民
館

市
民
会
館

場
所

冬
期
踏
切
事
敵
防
止
に
ご
協
力
を

　
国
鉄
で
は
、
現
在
踏
切
の
保
安
設

備
を
順
次
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
飯

山
線
に
つ
い
て
は
踏
切
の
間
隔
が
小

さ
い
た
め
、
場
所
に
よ
っ
て
は
踏
切

保
安
装
置
の
設
置
が
、
一
箇
所
だ
け

独
立
し
て
設
備
す
る
こ
と
が
で
き
な

く
、
二
箇
所
な
い
し
三
箇
所
連
動
設

備
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
あ
る
一
点
に
列
車
又

は
除
雪
車
両
が
差
し
か
か
る
と
、
二
．

三
箇
所
の
踏
切
警
報
機
が
鳴
っ
た
り
、

遮
断
棒
が
降
下
し
た
り
し
ま
す
。

　
特
に
、
除
雪
車
両
で
線
路
の
除
雪

を
す
る
と
き
は
、
踏
切
の
遮
断
時
問

が
長
く
な
り
ま
す
。

　
警
報
機
が
鳴
り
、
ま
た
遽
断
棒
が

降
下
し
て
い
る
と
き
は
必
ず
停
止
し

て
く
だ
さ
い
。（

十
日
町
保
線
支
区
長
）
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新
民
生
委
員
を
委
嘱

　
地
域
福
祉
の
よ
き
相
談
相
手
と
し

て
活
躍
す
る
民
生
委
員
は
、
こ
の
た

び
三
年
の
任
期
満
了
に
よ
り
一
斉
改

選
さ
れ
ま
し
た
。

　
十
二
月
一
日
付
で
委
嘱
さ
れ
た
新

民
生
委
員
の
氏
名
、
担
当
区
域
は
つ

ぎ
の
と
お
り
で
す
。

十
日
町
地
区
　
本
田
雅
子
（
本
町
一

上
・
下
・
東
一
・
西
一
）
渡
辺
チ
イ

（
本
町
二
、
宮
下
東
・
西
、
諏
訪
町
）

島
田
久
蔵
（
本
町
三
・
四
・
五
、
稲

荷
町
一
）
井
口
拓
三
（
本
町
六
、
上

川
町
）
山
田
真
佐
栄
（
袋
町
東
・
中
・

西
、
昭
和
町
一
）
滝
沢
三
知
子
（
高

田
町
一
、
昭
和
町
二
、
七
軒
町
、
西

寺
町
）
小
島
貞
治
（
高
田
町
二
、
三

東
・
三
西
・
三
南
、
栄
町
）
根
津
佐

太
郎
（
昭
和
町
三
、
加
賀
糸
屋
町
、

泉
町
、
関
口
樋
口
町
）
酒
井
梅
子

（
昭
和
町
四
、
旭
町
、
西
浦
東
・
西
、

駅
通
り
）
根
津
富
（
稲
荷
町
二
・
三
、

本
通
り
・
三
東
・
三
西
・
三
北
・
西
・

四
）
平
野
喜
穫
（
西
本
町
一
・
二
、

八
幡
田
町
、
下
川
原
町
）
庭
野
シ
ゲ

（
神
明
町
、
学
校
町
一
・
二
、
水
野

町
）
田
ロ
セ
ツ
子
（
田
中
町
本
通
り
、

西
・
東
、
若
宮
町
）
西
野
幸
雄
（
川

原
町
、
田
川
町
一
・
二
・
三
）
中
林

フ
ミ
（
千
代
田
町
、
島
、
丸
山
町
）

庭
野
宏
平
（
江
道
、
猿
倉
）
高
橋
徳

重
（
大
池
、
菅
沼
）
庭
野
六
郎
（
赤

倉
、
津
池
）
大
島
仁
作
（
新
座
一
・

二
．
三
・
四
）
庭
野
一
義
（
本
町
七
、

三
和
町
）
　
中
条
地
区
　
小
宮
山
キ

ミ
（
四
日
町
新
田
一
・
二
・
三
・
四
、

南
新
田
町
）
池
田
リ
ツ
（
四
日
町
一
・

二
・
三
・
四
）
高
橋
ハ
マ
子
（
塚
田
、

八
幡
、
太
子
堂
、
上
原
、
尾
崎
、
五

軒
新
田
）
星
名
ハ
ル
（
旭
町
、
上
町
、

背
戸
）
中
林
秀
一
郎
（
中
町
、
島
、

下
町
）
和
田
正
市
（
峠
、
梅
沢
、
中

条
新
田
、
北
原
、
市
之
沢
）
池
田
幸

（
轟
木
、
焼
野
、
嘉
勝
、
池
谷
、
入

山
〉
大
津
久
（
新
水
、
魚
之
田
川
）

水
落
久
栄
（
宇
田
ヶ
沢
、
菅
沼
、
山

新
田
）
田
村
角
次
（
上
田
原
、
蕨
平
、

三
ツ
山
）
山
田
良
平
（
東
枯
木
又
、

西
枯
木
又
、
小
貫
）
　
下
条
地
区

生
越
正
信
（
上
新
田
一
・
二
・
三
、

山
際
）
村
山
嘉
一
（
原
、
廿
日
城
、

岩
野
、
栄
町
）
山
口
誠
一
（
為
永
、

本
町
、
野
田
、
蟹
沢
、
中
央
通
り
、

山
根
、
桑
原
）
藤
田
つ
ね
子
（
貝
ノ

川
、
新
保
）
小
林
昌
平
（
水
口
、
下

山
、
新
光
寺
）
中
町
哲
夫
（
仙
之
山
、

平
、
漉
野
、
慶
地
）
水
落
政
治
（
ニ

タ
子
、
願
入
、
塩
野
）
　
吉
田
地
区

酒
井
ト
ヨ
（
稲
葉
、
山
谷
）
酒
井
浩

司
（
小
泉
、
下
浅
ヶ
原
）
春
日
モ
ト

（
樽
沢
、
上
浅
ヶ
原
）
斉
木
リ
ャ
ウ

（
北
鐙
坂
一
・
二
・
三
）
保
坂
利
隆

（
南
鐙
坂
）
野
上
定
雄
（
高
島
一
・

二
）
尾
身
嘉
忠
（
鉢
、
中
手
）
小
海

藤
伊
（
名
ヶ
山
、
中
平
）
　
川
治
地

区
　
玉
村
万
作
（
上
町
、
中
町
）
竹

内
元
一
（
下
町
一
・
二
・
三
、
妻
有

町
一
・
二
）
長
津
シ
ン
（
内
後
、
谷

内
丑
一
・
二
）
岡
村
芳
雄
（
北
新
田

一
・
二
・
三
、
城
之
古
一
・
二
・
三
・

東
町
、
塚
原
町
）
樋
口
ト
ミ
（
山
本

一
．
二
・
三
・
四
・
五
）
大
津
ト
セ

（
河
内
町
、
千
歳
町
、
寿
町
）
羽
龍

ト
リ
（
高
山
二
・
三
・
四
、
錦
町
一
・

二
、
美
雪
町
一
・
二
・
三
、
桜
木
町
）

田
川
正
三
（
春
日
町
一
・
二
・
三
、

高
田
町
四
・
五
）
岡
村
勇
（
関
根
一
・

二
、
浅
之
平
、
笹
之
沢
）
斉
木
浩
平

（
池
之
平
、
落
之
水
、
孕
石
、
長
里
、

控
木
）
　
六
箇
地
区
小
杉
善
一
（
中

村
、
山
谷
、
麻
畑
）
福
崎
健
太
郎

（
田
麦
）
俵
山
シ
ン
（
ニ
ッ
屋
、
船

坂
）
桑
原
計
利
（
塩
之
又
）
　
水
沢

地
区
　
金
井
辰
次
郎
（
水
沢
一
・
二
・

三
、
珠
川
一
・
二
・
三
・
四
）
山
口

1灘㈱㎜　伽伽∞　灘

1驚論　運動嚢1
§　明るい選挙の実現を推進する国民運動を嚢・．箋§

§いいます．　　　　　　灘§
§　　　　　　　　　　　　　　　難，難§
§　明るい選挙を実現するためには、公職の難．翻1§
1候補者および選挙運動に携わる者の良識あ覇1

る行動が要求されることはもちろんですが、　齢

忌；箭駿藷欝誓灘這巽鶴1

を呈1謙識瓢主主義の単灘

齢雛蟹蹴灘を騰暴慰
1段驕敷欝総轟、．蟹

鍵礪織そ鷺磁
　
　
　
　
　
　
　
ー
略
q
q
ー

一
義
（
馬
場
一
・
二
・
三
・
四
）
上

村
順
平
（
太
田
島
一
・
二
・
三
）
武

田
ツ
ネ
子
（
土
市
一
・
二
・
三
・
四
）

金
沢
千
枝
（
新
宮
一
・
二
、
幸
町
）

村
山
リ
ン
（
伊
達
一
・
二
・
三
・
四
）

葉
葺
弘
一
（
大
黒
沢
一
・
二
、
小
黒

沢
）
保
坂
辰
平
（
姿
一
・
二
、
安
養

寺
）
佐
藤
福
蔵
（
南
雲
、
中
在
家
、

市
之
沢
）
熊
木
隆
（
当
間
、
大
石
）

村
山
行
作
（
池
沢
、
野
中
、
鍬
柄
沢
、

漆
島
）
井
口
三
郎
（
池
之
尻
、
細
尾

天
地
）

公
職
選
挙
法
で
は
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
は

　
　
違
反
と
な
り
ま
す

　
　
ー
　
　
＆
し

6δ噸9薪耳金念r鴫

四

ゆ
－
」

瀞
｛鞭

政治家や候補者からの飲食物やお金などの
提供は法律で禁止されています。
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職
業
訓
練
生
を
募
集
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
身
体
障
害
者
職
業
訓
練
校

冬期ダイ 　
職
業
自
立
を
望
ま
れ
る
身
障
者
の

み
な
さ
ん
に
対
し
て
、
東
京
身
体
障

害
者
職
業
訓
練
校
で
は
、
昭
和
五
十

三
年
四
月
入
校
の
訓
練
生
を
次
の
と

お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格
　
身
体
障
害
者
（
車
椅
子
、

ろ
う
あ
者
も
可
）
で
義
務
教
育
修
了

者
又
は
こ
れ
と
同
程
度
の
学
力
を
有

　
　
蔑
籍

　
　
局
車
　
性
の

　
　
翻
慧

　
　
管
幅
　
の
し

要
道
大
。
送
と

概
難
鷲

画
新
舞
し
考
策

計
羅
諜

ヤ
　
豪
害
な
状

　
　
　
　
、
障
う
異

　　昨冬は、例年にない寒波
　や運休．編成減車等の輸送
　　新鉄局としては、このよ
　保するため、今冬、車輪の
　を実施します。

藁職灘鐵

す
る
者
。

訓
練
科
目
　
ト
レ
ー
ス
、
塗
装
、
洋

裁
、
和
裁
、
時
計
、
木
工
、
事
務
な

ど
十
四
科
目
。

訓
練
期
間
　
義
肢
装
具
科
の
み
二
年

そ
の
他
は
一
年
。

授
業
料
等
　
授
業
料
は
無
料
で
、
訓

練
手
当
等
も
支
給
さ
れ
、
寮
も
あ
り

線区 列　車　名 区　　問 期　　　間 記　　事

日
本
海
縦
貫
線

特急
下り北越2号 大阪～新潟 1月10日～2月28日の

毎日曜～金曜

1月15日及ぴ

土曜運転特急
上り北越3号 新潟～金沢

特急
下り北越1号 金沢～新潟 1月11日～3月1日の

毎月曜～土曜

1月16日及び

日曜運転特急
上り北越2号 新潟～大阪

上
越
線

急行
上り佐渡1号 新潟～上野

1月10日～2月28日の
毎月曜～金曜

1月16日及び
日曜運転

急行
上り佐渡1号 新潟～長岡 1月15日及ぴ毎土曜 長岡始発
急行
下り佐渡2号 上野～新潟

1月10日～2月28日の
毎日曜～金曜

1月15日及び
土曜運転

繕虜澱準

ま
す
。

応
募
期
限
　
昭
和
五
十
三
年
一
月
二

十
八
日
ま
で
。

応
募
手
続
　
も
よ
り
の
公
共
職
業
安

定
所
又
は
同
校
（
8
。
里
〒
四
了
匠
＝
）

へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
先
般
、
昭
和
五
十
三
年
四
月
の
保

育
所
入
所
児
童
を
募
集
し
ま
し
た
が

市
立
北
原
保
育
所
の
申
込
者
が
定
員

線区 列　　　車　　　　名 期　　　　間 減車両数 変更両数

上
　
　
越
　
　
線

上り　とき
1・3・5・6・7・11・13号

1月10日～2月28日 3両 9　両下り　とき
1・2・6・8・10・11・12号

上りとき　　10号
下りとき　　5号

1月10日～2月28日
の毎月曜～金曜

5両
7両但し、土
・日は12両

上り佐渡　　1号 1月10日～2月28日
の毎土・日曜

3両 10両
下り佐渡　　2号 1月10日～2月28日

の毎土曜
信本
越線
上りとがくし　1・2号
下りとがくし　1・2号 1月10日～2月28日

1両 6　両
日縦
本貫 白　　　　　　　鳥 1月10日～2月28日 3両 10両

に
満
た
な
い
の
で
、
3
歳
以
上
児
を

若
干
名
再
募
集
し
ま
す
。
希
望
者
は

一
月
十
日
ま
で
に
市
社
会
福
祉
事
務

所
に
お
申
込
み
下
さ
い
。

年
末
年
始
の
ご
み
収
集

衛
生
施
設
組
合
で
は
、
年
末
年
始

の
ご
み
収
集
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
の
で
、
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

十
二
月
二
十
九
日
（
木
）

　
　
木
曜
日
地
区
の
ご
み
収
集

十
二
月
三
十
β
（
金
）

　
　
金
曜
日
地
区
の
ご
み
収
集

十
二
月
三
十
一
日
（
土
）

　
　
ご
み
収
集
は
し
な
い
が
、
焼
却

　
　
場
は
午
後
三
時
ま
で
投
入
で
き

　
　
ま
す
。

一
月
四
日
（
水
）

　
　
水
曜
日
地
区
の
ご
み
収
集

年
金
手
帳
を
大
切
に

　
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
船
員
保

険
の
三
つ
の
年
金
制
度
は
、
国
が
取

り
扱
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
制
度
に

加
入
し
ま
す
と
、
「
年
金
手
帳
」
が

加
入
者
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
「
年
金
手
帳
」
に
は
、
氏
名
、

生
年
月
日
を
は
じ
め
、
加
入
年
月
日

と
記
号
番
号
が
記
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
記
号
番
号
は
、
加
入
者
の
分

身
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
す
か
ら
加

入
者
の
一
生
を
通
じ
て
同
一
の
も
の

が
使
用
さ
れ
、
そ
の
後
の
事
務
処
理

は
す
べ
て
こ
の
記
号
番
号
に
も
と
づ

い
て
行
わ
れ
ま
す
。

　
も
し
、
同
じ
制
度
の
記
号
番
号
を

二
つ
以
上
持
っ
て
い
る
人
は
、
国
民

年
金
に
つ
い
て
は
市
役
所
市
民
課
国

民
年
金
係
魯
七
圭
二
一
番
へ
、
厚
生
年

金
に
つ
い
て
は
社
会
保
険
事
務
所
8

呈
天
－
昊
圭
亟
番
へ
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

　
二
つ
以
上
の
記
号
番
号
や
記
録
は

一
つ
の
正
し
い
記
号
番
号
と
加
入
期

間
に
整
理
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
年
金
手
帳
を
紛
失
し
た
り
、

汚
し
た
り
、
破
っ
た
り
し
た
と
き
は
、

そ
の
む
ね
を
申
し
出
れ
ば
再
交
付
さ

れ
ま
す
。
年
金
手
帳
は
、
将
来
年
金

を
受
け
る
と
き
に
必
要
と
な
る
も
の

で
す
か
ら
大
切
に
保
存
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
他
の
年
金
制
度
に
加
入

す
る
と
き
は
必
ず
年
金
手
帳
を
国
民

年
金
係
の
窓
口
（
厚
生
年
金
は
会
社

の
係
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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新
民
生
委
員
を
委
嘱

　
地
域
福
祉
の
よ
き
相
談
相
手
と
し

て
活
躍
す
る
民
生
委
員
は
、
こ
の
た

び
三
年
の
任
期
満
了
に
よ
り
一
斉
改

選
さ
れ
ま
し
た
。

　
十
二
月
一
日
付
で
委
嘱
さ
れ
た
新

民
生
委
員
の
氏
名
、
担
当
区
域
は
つ

ぎ
の
と
お
り
で
す
。

十
日
町
地
区
　
本
田
雅
子
（
本
町
一

上
・
下
・
東
一
・
西
一
）
渡
辺
チ
イ

（
本
町
二
、
宮
下
東
・
西
、
諏
訪
町
）

島
田
久
蔵
（
本
町
三
・
四
・
五
、
稲

荷
町
一
）
井
口
拓
三
（
本
町
六
、
上

川
町
）
山
田
真
佐
栄
（
袋
町
東
・
中
・

西
、
昭
和
町
一
）
滝
沢
三
知
子
（
高

田
町
一
、
昭
和
町
二
、
七
軒
町
、
西

寺
町
）
小
島
貞
治
（
高
田
町
二
、
三

東
・
三
西
・
三
南
、
栄
町
）
根
津
佐

太
郎
（
昭
和
町
三
、
加
賀
糸
屋
町
、

泉
町
、
関
口
樋
口
町
）
酒
井
梅
子

（
昭
和
町
四
、
旭
町
、
西
浦
東
・
西
、

駅
通
り
）
根
津
富
（
稲
荷
町
二
・
三
、

本
通
り
・
三
東
・
三
西
・
三
北
・
西
・

四
）
平
野
喜
穫
（
西
本
町
一
・
二
、

八
幡
田
町
、
下
川
原
町
）
庭
野
シ
ゲ

（
神
明
町
、
学
校
町
一
・
二
、
水
野

町
）
田
ロ
セ
ツ
子
（
田
中
町
本
通
り
、

西
・
東
、
若
宮
町
）
西
野
幸
雄
（
川

原
町
、
田
川
町
一
・
二
・
三
）
中
林

フ
ミ
（
千
代
田
町
、
島
、
丸
山
町
）

庭
野
宏
平
（
江
道
、
猿
倉
）
高
橋
徳

重
（
大
池
、
菅
沼
）
庭
野
六
郎
（
赤

倉
、
津
池
）
大
島
仁
作
（
新
座
一
・

二
．
三
・
四
）
庭
野
一
義
（
本
町
七
、

三
和
町
）
　
中
条
地
区
　
小
宮
山
キ

ミ
（
四
日
町
新
田
一
・
二
・
三
・
四
、

南
新
田
町
）
池
田
リ
ツ
（
四
日
町
一
・

二
・
三
・
四
）
高
橋
ハ
マ
子
（
塚
田
、

八
幡
、
太
子
堂
、
上
原
、
尾
崎
、
五

軒
新
田
）
星
名
ハ
ル
（
旭
町
、
上
町
、

背
戸
）
中
林
秀
一
郎
（
中
町
、
島
、

下
町
）
和
田
正
市
（
峠
、
梅
沢
、
中

条
新
田
、
北
原
、
市
之
沢
）
池
田
幸

（
轟
木
、
焼
野
、
嘉
勝
、
池
谷
、
入

山
〉
大
津
久
（
新
水
、
魚
之
田
川
）

水
落
久
栄
（
宇
田
ヶ
沢
、
菅
沼
、
山

新
田
）
田
村
角
次
（
上
田
原
、
蕨
平
、

三
ツ
山
）
山
田
良
平
（
東
枯
木
又
、

西
枯
木
又
、
小
貫
）
　
下
条
地
区

生
越
正
信
（
上
新
田
一
・
二
・
三
、

山
際
）
村
山
嘉
一
（
原
、
廿
日
城
、

岩
野
、
栄
町
）
山
口
誠
一
（
為
永
、

本
町
、
野
田
、
蟹
沢
、
中
央
通
り
、

山
根
、
桑
原
）
藤
田
つ
ね
子
（
貝
ノ

川
、
新
保
）
小
林
昌
平
（
水
口
、
下

山
、
新
光
寺
）
中
町
哲
夫
（
仙
之
山
、

平
、
漉
野
、
慶
地
）
水
落
政
治
（
ニ

タ
子
、
願
入
、
塩
野
）
　
吉
田
地
区

酒
井
ト
ヨ
（
稲
葉
、
山
谷
）
酒
井
浩

司
（
小
泉
、
下
浅
ヶ
原
）
春
日
モ
ト

（
樽
沢
、
上
浅
ヶ
原
）
斉
木
リ
ャ
ウ

（
北
鐙
坂
一
・
二
・
三
）
保
坂
利
隆

（
南
鐙
坂
）
野
上
定
雄
（
高
島
一
・

二
）
尾
身
嘉
忠
（
鉢
、
中
手
）
小
海

藤
伊
（
名
ヶ
山
、
中
平
）
　
川
治
地

区
　
玉
村
万
作
（
上
町
、
中
町
）
竹

内
元
一
（
下
町
一
・
二
・
三
、
妻
有

町
一
・
二
）
長
津
シ
ン
（
内
後
、
谷

内
丑
一
・
二
）
岡
村
芳
雄
（
北
新
田

一
・
二
・
三
、
城
之
古
一
・
二
・
三
・

東
町
、
塚
原
町
）
樋
口
ト
ミ
（
山
本

一
．
二
・
三
・
四
・
五
）
大
津
ト
セ

（
河
内
町
、
千
歳
町
、
寿
町
）
羽
龍

ト
リ
（
高
山
二
・
三
・
四
、
錦
町
一
・

二
、
美
雪
町
一
・
二
・
三
、
桜
木
町
）

田
川
正
三
（
春
日
町
一
・
二
・
三
、

高
田
町
四
・
五
）
岡
村
勇
（
関
根
一
・

二
、
浅
之
平
、
笹
之
沢
）
斉
木
浩
平

（
池
之
平
、
落
之
水
、
孕
石
、
長
里
、

控
木
）
　
六
箇
地
区
小
杉
善
一
（
中

村
、
山
谷
、
麻
畑
）
福
崎
健
太
郎

（
田
麦
）
俵
山
シ
ン
（
ニ
ッ
屋
、
船

坂
）
桑
原
計
利
（
塩
之
又
）
　
水
沢

地
区
　
金
井
辰
次
郎
（
水
沢
一
・
二
・

三
、
珠
川
一
・
二
・
三
・
四
）
山
口

1灘㈱㎜　伽伽∞　灘

1驚論　運動嚢1
§　明るい選挙の実現を推進する国民運動を嚢・．箋§

§いいます．　　　　　　灘§
§　　　　　　　　　　　　　　　難，難§
§　明るい選挙を実現するためには、公職の難．翻1§
1候補者および選挙運動に携わる者の良識あ覇1

る行動が要求されることはもちろんですが、　齢

忌；箭駿藷欝誓灘這巽鶴1

を呈1謙識瓢主主義の単灘

齢雛蟹蹴灘を騰暴慰
1段驕敷欝総轟、．蟹

鍵礪織そ鷺磁
　
　
　
　
　
　
　
ー
略
q
q
ー

一
義
（
馬
場
一
・
二
・
三
・
四
）
上

村
順
平
（
太
田
島
一
・
二
・
三
）
武

田
ツ
ネ
子
（
土
市
一
・
二
・
三
・
四
）

金
沢
千
枝
（
新
宮
一
・
二
、
幸
町
）

村
山
リ
ン
（
伊
達
一
・
二
・
三
・
四
）

葉
葺
弘
一
（
大
黒
沢
一
・
二
、
小
黒

沢
）
保
坂
辰
平
（
姿
一
・
二
、
安
養

寺
）
佐
藤
福
蔵
（
南
雲
、
中
在
家
、

市
之
沢
）
熊
木
隆
（
当
間
、
大
石
）

村
山
行
作
（
池
沢
、
野
中
、
鍬
柄
沢
、

漆
島
）
井
口
三
郎
（
池
之
尻
、
細
尾

天
地
）

公
職
選
挙
法
で
は
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
は

　
　
違
反
と
な
り
ま
す

　
　
ー
　
　
＆
し

6δ噸9薪耳金念r鴫

四

ゆ
－
」

瀞
｛鞭

政治家や候補者からの飲食物やお金などの
提供は法律で禁止されています。
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職
業
訓
練
生
を
募
集
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
身
体
障
害
者
職
業
訓
練
校

冬期ダイ 　
職
業
自
立
を
望
ま
れ
る
身
障
者
の

み
な
さ
ん
に
対
し
て
、
東
京
身
体
障

害
者
職
業
訓
練
校
で
は
、
昭
和
五
十

三
年
四
月
入
校
の
訓
練
生
を
次
の
と

お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格
　
身
体
障
害
者
（
車
椅
子
、

ろ
う
あ
者
も
可
）
で
義
務
教
育
修
了

者
又
は
こ
れ
と
同
程
度
の
学
力
を
有

　
　
蔑
籍

　
　
局
車
　
性
の

　
　
翻
慧

　
　
管
幅
　
の
し

要
道
大
。
送
と

概
難
鷲

画
新
舞
し
考
策

計
羅
諜

ヤ
　
豪
害
な
状

　
　
　
　
、
障
う
異

　　昨冬は、例年にない寒波
　や運休．編成減車等の輸送
　　新鉄局としては、このよ
　保するため、今冬、車輪の
　を実施します。

藁職灘鐵

す
る
者
。

訓
練
科
目
　
ト
レ
ー
ス
、
塗
装
、
洋

裁
、
和
裁
、
時
計
、
木
工
、
事
務
な

ど
十
四
科
目
。

訓
練
期
間
　
義
肢
装
具
科
の
み
二
年

そ
の
他
は
一
年
。

授
業
料
等
　
授
業
料
は
無
料
で
、
訓

練
手
当
等
も
支
給
さ
れ
、
寮
も
あ
り

線区 列　車　名 区　　問 期　　　間 記　　事

日
本
海
縦
貫
線

特急
下り北越2号 大阪～新潟 1月10日～2月28日の

毎日曜～金曜

1月15日及ぴ

土曜運転特急
上り北越3号 新潟～金沢

特急
下り北越1号 金沢～新潟 1月11日～3月1日の

毎月曜～土曜

1月16日及び

日曜運転特急
上り北越2号 新潟～大阪

上
越
線

急行
上り佐渡1号 新潟～上野

1月10日～2月28日の
毎月曜～金曜

1月16日及び
日曜運転

急行
上り佐渡1号 新潟～長岡 1月15日及ぴ毎土曜 長岡始発
急行
下り佐渡2号 上野～新潟

1月10日～2月28日の
毎日曜～金曜

1月15日及び
土曜運転

繕虜澱準

ま
す
。

応
募
期
限
　
昭
和
五
十
三
年
一
月
二

十
八
日
ま
で
。

応
募
手
続
　
も
よ
り
の
公
共
職
業
安

定
所
又
は
同
校
（
8
。
里
〒
四
了
匠
＝
）

へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
先
般
、
昭
和
五
十
三
年
四
月
の
保

育
所
入
所
児
童
を
募
集
し
ま
し
た
が

市
立
北
原
保
育
所
の
申
込
者
が
定
員

線区 列　　　車　　　　名 期　　　　間 減車両数 変更両数

上
　
　
越
　
　
線

上り　とき
1・3・5・6・7・11・13号

1月10日～2月28日 3両 9　両下り　とき
1・2・6・8・10・11・12号

上りとき　　10号
下りとき　　5号

1月10日～2月28日
の毎月曜～金曜

5両
7両但し、土
・日は12両

上り佐渡　　1号 1月10日～2月28日
の毎土・日曜

3両 10両
下り佐渡　　2号 1月10日～2月28日

の毎土曜
信本
越線
上りとがくし　1・2号
下りとがくし　1・2号 1月10日～2月28日

1両 6　両
日縦
本貫 白　　　　　　　鳥 1月10日～2月28日 3両 10両

に
満
た
な
い
の
で
、
3
歳
以
上
児
を

若
干
名
再
募
集
し
ま
す
。
希
望
者
は

一
月
十
日
ま
で
に
市
社
会
福
祉
事
務

所
に
お
申
込
み
下
さ
い
。

年
末
年
始
の
ご
み
収
集

衛
生
施
設
組
合
で
は
、
年
末
年
始

の
ご
み
収
集
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
の
で
、
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

十
二
月
二
十
九
日
（
木
）

　
　
木
曜
日
地
区
の
ご
み
収
集

十
二
月
三
十
β
（
金
）

　
　
金
曜
日
地
区
の
ご
み
収
集

十
二
月
三
十
一
日
（
土
）

　
　
ご
み
収
集
は
し
な
い
が
、
焼
却

　
　
場
は
午
後
三
時
ま
で
投
入
で
き

　
　
ま
す
。

一
月
四
日
（
水
）

　
　
水
曜
日
地
区
の
ご
み
収
集

年
金
手
帳
を
大
切
に

　
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
船
員
保

険
の
三
つ
の
年
金
制
度
は
、
国
が
取

り
扱
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
制
度
に

加
入
し
ま
す
と
、
「
年
金
手
帳
」
が

加
入
者
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
「
年
金
手
帳
」
に
は
、
氏
名
、

生
年
月
日
を
は
じ
め
、
加
入
年
月
日

と
記
号
番
号
が
記
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
記
号
番
号
は
、
加
入
者
の
分

身
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
す
か
ら
加

入
者
の
一
生
を
通
じ
て
同
一
の
も
の

が
使
用
さ
れ
、
そ
の
後
の
事
務
処
理

は
す
べ
て
こ
の
記
号
番
号
に
も
と
づ

い
て
行
わ
れ
ま
す
。

　
も
し
、
同
じ
制
度
の
記
号
番
号
を

二
つ
以
上
持
っ
て
い
る
人
は
、
国
民

年
金
に
つ
い
て
は
市
役
所
市
民
課
国

民
年
金
係
魯
七
圭
二
一
番
へ
、
厚
生
年

金
に
つ
い
て
は
社
会
保
険
事
務
所
8

呈
天
－
昊
圭
亟
番
へ
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

　
二
つ
以
上
の
記
号
番
号
や
記
録
は

一
つ
の
正
し
い
記
号
番
号
と
加
入
期

間
に
整
理
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
年
金
手
帳
を
紛
失
し
た
り
、

汚
し
た
り
、
破
っ
た
り
し
た
と
き
は
、

そ
の
む
ね
を
申
し
出
れ
ば
再
交
付
さ

れ
ま
す
。
年
金
手
帳
は
、
将
来
年
金

を
受
け
る
と
き
に
必
要
と
な
る
も
の

で
す
か
ら
大
切
に
保
存
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
他
の
年
金
制
度
に
加
入

す
る
と
き
は
必
ず
年
金
手
帳
を
国
民

年
金
係
の
窓
口
（
厚
生
年
金
は
会
社

の
係
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。



℃
q
q
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開
眼
検
診
を
実
施

　
目
の
見
え
な
い
不
幸
な
方
に
愛
の

光
を
お
く
ろ
う
と
い
う
開
眼
対
策
事

業
の
一
つ
と
し
て
、
こ
の
ほ
ど
開
眼

検
診
が
行
わ
れ
ま
す
．

　
こ
れ
は
、
昭
和
四
十
一
年
か
ら
実

施
し
て
い
る
角
膜
移
植
適
応
者
の
は

握
を
趣
旨
と
し
た
開
眼
検
診
を
主
軸

に
、
一
般
眼
科
検
診
も
含
め
た
検
診

で
、
新
大
医
学
部
の
協
力
を
得
て
、

昭
和
五
十
三
年
度
に
実
施
す
る
も
の

で
す
。

　
対
象
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
一
級

か
ら
四
級
ま
で
の
方
、
及
び
潜
在
視

力
障
害
者
（
通
院
中
の
方
、
及
び
学

校
保
健
法
の
適
用
を
受
け
る
児
童
、

生
徒
は
除
く
）
で
す
。

　
受
診
希
望
さ
れ
る
方
は
、
一
月

三
十
日
ま
で
に
市
社
会
福
祉
事
務
所

（
奮
七
－
三
一
二
番
）
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

出
稼
先
訪
問
バ
ス
の

　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

　
今
回
で
五
年
目
を
迎
え
る
「
出
稼

先
訪
問
バ
ス
」
は
、
「
雪
の
故
郷
」

と
「
出
稼
先
」
と
を
結
ぶ
定
期
便
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
に
多
数
の
方
々
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
本
年
度
も
上
、

中
、
下
越
地
区
か
ら
一
台
づ
つ
運
行

す
る
予
定
で
す
。

　
行
先
は
東
京
、
神
奈
川
《
＼
三
月

四
日
出
発
、
五
日
帰
路
で
す
。

　
希
望
者
は
、
一
月
三
十
一
日
ま
で

に
職
業
安
定
所
又
は
市
農
業
委
員
会

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

ゆ
ず
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
希
望
餐
は
、

　
　
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い
　
覆
霞
護
嚢
馨
髪
峯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆
捻
潟
聾
0
日
ま
で
の
受
付
分

ゆ
　
　
ず

り
　
　
ま
　
　
す

ゆ
　
ず
　
っ
　
て
　
く
　
だ
　
さ
　
い

蕩
　
　
　
　
名

規
　
　
諮

希
望
籔
絡

贔
　
　
　
　
名

競
　
絡

希
鶉
儀
按

座
　
卓
（
虎
絵
劔
ε
籔D

鷹
x
圓
但

三
万
狂
千
円

主
写
イ
ク
ル
か
嫌
人
寡

中
　
古

駕
華
円

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
｛
τ
ト
赫
）

伽
働
×
花
q
戯

七
千
円

仏
壇
（
唐
木
・
金
）

饗
驚
麟

十
万
円

ガ
ス
風
呂
（
天
用
》

中
古

四
万
円

小
倉
再
人
｝
首
ま
な
仮
名
体

誘
し
合
い
で

レ
筆
毒
ド
｛
ク
ラ
シ
ソ
乙

L
野
κ
枚

一
枚
千
円

ミ
シ
ン
（
馨
慕
麟
V

中
　
吉

綿
万
穆
位

黒
皮
ブ
ー
ツ
｛
百
使
轡

器
像

一
算
八
千
鴎
位

つ

29　22　16　晟15　8　3　2　完1
日日日合日日日日旦日　　　　　　　　　　　旦

インフルエンザの
　　吊防について 難

轟
縦
灘
懸
鞭
鞭
聯
皿

　
　
中
条
病
院
（
北
原
）
　
肥

　
　
　
　
3
7
の
3
0
1
8
番
｝

　
　
大
島
医
院
（
川
原
町
）
　
…

　
　
　
　
奮
2
の
2
9
5
7
番
…

　
　
十
日
町
病
院
（
高
田
町
二
南
）
…

　
　
　
　
霊
7
の
5
5
6
6
番
…

　
　
至
誠
堂
医
院
（
西
浦
東
）
　
皿

　
　
　
　
奮
2
の
3
2
7
6
番
…

　
　
池
田
医
院
（
本
町
西
一
）
…

　
　
　
　
8
2
の
2
5
8
1
番
皿

　
　
山
ロ
医
院
（
袋
町
中
V
　
…

　
　
　
　
饗
2
の
2
1
7
4
番
…

　
　
富
田
医
院
（
神
明
町
）
　
…

　
　
　
　
8
2
の
3
2
6
9
番
皿

　
　
庭
野
医
院
（
神
明
町
）
…

　
　
　
　
8
2
の
2
7
1
1
番
…

　
　
　
ル
　
は
熱
わ
が
肺

　
　
　
一
　
　
て
　
　
現
さ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
ビ
　
　
　
い
く
く
る
し

　
　
ど
　
っ
強
強
だ
と

　
　
　
ん
　
　
に
カ
カ
　
、
病

　
　
　
と
　
　
ス
力
状
み
余

　
　
　
ま
　
　
ル
染
症
痛
　
、

　
　
　
、
　
　
一
伝
の
の
た

　
　
　
は
　
　
ビ
て
ど
足
ま

　
　
　
因
　
　
ザ
　
つ
な
手
　
。

　
　
　
原
　
　
ン
違
み
さ
す

　
　
　
の
　
　
エ
と
や
寒
ま

　
　
　
ぜ
　
　
ル
ぜ
し
に
き

　
　
　
か
　
。
フ
か
く
れ
て

　
　
　
通
す
ン
の
　
、
そ
　
っ

　
　
　
普
で
イ
通
き
　
わ

　
　
　
　
ス
　
普
せ
払
加

事
業
名

期
日

受
付
時
間

会
場
名

対
象
者

参
集
区
域

備
　
　
　
　
考

4
ヵ
月

児
検
診

－
月
n
日
困

午
後
1
時

　
～

　
1
時
半

＋
日
町
公
民
館

52

年
9
月

生
れ
の
者

全
　
域

育
児
学
級

身
体
測
定

内
科
検
診

3
オ
児

検
　
診

－
月
13
日
團

午
後
1
時

　
～

　
2
時
半

勤
労
青
少
年

ホ
　
ー
　
　
ム

49
年
7
月

生
れ
の
者

全
　
域

3
才
6
ヵ
月
児
を
対
象
に

実
施
し
て
お
り
ま
す
．

通
知
が
な
く
て
も
該
当
月

の
方
は
お
い
で
く
だ
さ
い
。

育
児

相
談

－
月
6
日
囲

午
後
1
時

　
～

午
後
2
時

水
沢
出
張
所

生
後
1
2
カ

月
ま
で
の

者

水
沢
地
区

身
体
測
定

保
育
に
つ
い
て
の
相
談

1
月

10
日
㈹

吉
田
出
張
所

吉
田
地
区

－
月

10
日
図

中
条
公
民
館

中
条
地
区

－
月

12
日
困

下
条
公
民
館

下
条
地
区

－
月
02
日
團

午
後
1
時
半
～

午
後
2
時

＋
日
町
公
民
館

52
年
1
月

か
ら
3
月

生
れ
の
者

柵
日
醐
｝
地

大
井
田
・
新
座

炎、腎炎など起こすこともありますの

で、冬期間かρ）春先にかけて、予防に

十分気を配ることが大切です。

予防の注意事項

①普段から体を鍛練し、体調を整えて

　おくこと。

②肌着は常に清潔にしておく。

③過労、飲みすぎ、睡眠不足をさける。

④バランスのとれた食事をする。

⑤外出から帰ってきたら手洗いと、う

　がいを忘れないこと。

かぜをひいたら安静、保温、食事に気

をつける。

τ
’

とσ

●．

●
●

リヨ

ー

…弍’♪1

○
－

：
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
：

－
○
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水
田
利
用
再
編
対
策
事
業

事
前
売
渡
串
込
隈
度
数
最

転
作
趨
標
割
婁
面
積

　
農
政
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

常
々
格
別
の
ご
高
配
ご
協
力

を
頂
き
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
最
近
の
農
業
を
と
り
ま
く

情
勢
は
誠
に
厳
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
が
、
特
に
米
の
過

剰
基
調
が
一
層
強
ま
っ
て
い

る
一
方
、
今
後
増
産
の
必
要

な
大
豆
、
麦
等
の
農
産
物
の

生
産
が
停
滞
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
農
業
生
産
の
再
編
が

重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
国
は
昭
和

ウ
ル
チ
一
〇
一
、
二
八
轍
俵

モ
・
チ
　
　
七
、
八
一
九
俵

　
　
　
　
一
〇
九
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
こ
う
し
た
情
勢
か
ら
、

五
十
三
年
度
以
降
お
お
む
ね
十
年
間

に
わ
た
る
水
田
利
用
再
編
対
策
を
発

足
さ
せ
、
第
一
期
（
五
十
三
年
か
ら

五
十
五
年
ま
で
の
三
ヵ
年
）
の
米
の

生
産
調
整
目
標
数
量
を
、
各
年
百
七

十
万
ト
ン
と
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
．
主
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
新
聞
、

テ
レ
ビ
等
で
、
こ
承
知
と
存
じ
ま
す
が
、

＋
日
町
市
と
し
て
の
取
組
み
を
お
知

ら
せ
し
て
各
位
の
ご
協
力
を
頂
き
た

い
と
存
じ
ま
す
。

十
日
町
市
の
取
組
み

　
市
で
は
、
一
月
十
目
に
十
日
町
市

水
田
利
用
再
編
対
策
協
議
会
（
農
業

関
係
団
体
の
長
七
名
で
構
成
）
を
開

催
し
、
基
本
的
事
項
を
ご
協
議
頂
き
、

市
の
方
針
を
了
承
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
基
づ
き
、
農
林
課
で
配
分

作
業
を
行
い
、
二
月
上
旬
頃
各
地
区

ご
と
に
農
事
連
絡
員
会
議
を
開
催
し
、

内
容
を
説
明
す
る
と
共
に
、
個
々
の

農
家
の
数
字
を
「
仮
配
分
」
と
い
う

形
で
示
す
予
定
で
す
。

　
十
日
町
市
に
配
分
さ
れ
た
百
九
ヘ

ク
タ
ー
ル
は
、
市
内
の
全
水
田
面
積

の
四
・
六
欝
に
当
た
り
ま
す
。
全
県

で
は
一
万
百
八
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
五

・
九
欝
）
、
全
国
で
は
三
十
九
万
一
千

ヘ
ク
タ
ー
ル
（
十
三
・
四
暫
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

＊
基
準
面
積
の
把
握
　
昭
和
四
十
六

年
一
月
一
日
現
在
の
固
定
資
産
台
帳

水
田
面
積
を
基
に
し
イ
＼
弘
、
の
後
七

年
間
の
農
地
法
手
続
済
み
の
面
積
等

公
簿
上
把
握
で
き
る
法
的
手
続
き
を

経
た
水
田
面
積
を
、
個
人
ご
と
に
加

除
し
て
基
準
面
積
と
し
ま
す
。

＊
転
作
目
標
面
積
の
配
分
　
基
準
面

積
に
一
定
の
率
（
約
五
新
）
を
乗
じ

て
算
出
さ
れ
た
面
積
を
、
米
売
渡
実

績
の
あ
る
農
業
者
に
配
分
し
ま
す
．

＊
米
売
渡
実
績
の
把
握
　
昭
和
四
十

六
年
度
の
農
家
別
限
度
数
量
及
び
五

十
年
と
五
十
二
年
（
五
十
一
年
は
冷

害
年
の
た
め
除
外
）
の
二
ヵ
年
平
均

売
渡
実
績
数
値
を
使
用
し
ま
す
．

＊
事
前
売
渡
申
込
限
度
数
量
の
配
分

限
度
数
量
の
配
分
に
当
た
っ
て
は
、

次
の
』
ぢ
の
要
素
を
組
み
合
わ
せ
て

算
出
し
ま
す
．

　
ウ
ル
チ
米
…
…
①
基
準
面
積
割
に

市
の
限
度
数
量
総
数
の
六
十
習
を
充

て
る
②
四
十
六
年
度
に
配
分
さ
れ
た

限
度
数
量
割
に
、
市
の
限
度
数
量
総

数
の
十
暫
を
充
て
る
③
五
十
年
、
五

十
二
年
の
二
ヵ
年
平
均
売
渡
実
績
割

に
、
市
の
限
度
数
量
総
数
の
三
十
習

を
充
て
る
。
①
②
③
を
プ
ラ
ス
し
て

個
人
別
限
度
数
量
を
算
出
す
る
．

　
モ
チ
米
…
…
①
基
準
面
積
割
に
限

度
総
数
の
三
十
新
を
充
て
る
②
四
十

九
年
、
五
十
年
、
五
十
二
年
の
三
ヵ

年
平
均
売
渡
実
績
割
に
限
度
総
数
の

七
十
新
を
充
て
る
。
①
②
を
プ
ラ
ス

し
て
部
落
別
限
度
数
量
を
算
出
す
る
．

　
水
田
利
用
再
編
対
策
事
業
の
転
作

が
円
滑
に
推
進
さ
れ
る
た
め
、
市
で

も
転
作
作
物
栽
培
指
針
の
配
布
や
水

田
畑
地
化
排
水
事
業
や
転
作
融
資
事

業
等
補
助
施
策
を
実
施
す
る
予
定
で

す
．
農
家
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は

誠
に
耐
え
難
き
問
題
と
は
存
じ
ま
す

が
、
国
家
的
命
題
解
決
と
食
管
制
堅

持
の
た
め
、
何
と
ぞ
ご
理
解
を
頂
き

た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
転
作
々
物
の
栽
培
指
針

　
転
作
々
物
の
栽
培
方
法
に
つ
い
て

は
、
県
の
専
門
機
関
に
よ
り
作
ら
れ

た
作
目
ご
と
の
栽
培
指
針
を
別
途
皆

さ
ん
に
配
布
し
ま
す


